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★ 編 集 部 よ り  

C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 に 伴 う 緊 急 事 態 宣 言 の 解 除 後 も 一 向 に そ の 感 染 は 収 ま っ て い ま せ ん 。

当 協 会 の 部 会 開 催 も ま ま な ら ず ， 新 し い 情 報 の 掲 載 が で き な い 状 況 が 続 い て い ま す 。 今 月

は ， 実 際 に は 中 止 に 追 い や ら れ た 国 際 研 究 会 の 情 報 を 載 せ て い ま す の で ご 一 読 く だ さ い 。  

今 夏 も 九 州 で 豪 雨 被 害 が 発 生 し て い ま す 。 被 害 に 遭 わ れ た 皆 様 に は 心 よ り お 見 舞 い 申 し

上 げ ま す 。 ウ イ ル ス 対 策 に 加 え ， 自 然 災 害 へ の 備 え が 重 要 に な り ， 大 変 な 状 況 と 拝 察 し ま

す 。 皆 様 お 気 を つ け く だ さ い 。  

 

（ 図 書 室 の ご 案 内 ）  

  主 に 資 源 関 係 の 図 書 （ 論 文 ， 学 術 書 ， 法 規 ， 統 計 ， 定 期 刊 行 物 等 ） を 過 去 か ら 継 続 し て 幅 広

く 収 集 ， 蔵 書 と し て お り ， 資 源 関 係 者 は 勿 論 ， 多 く の 方 々 に 閲 覧 ・ 貸 出 し し て い ま す 。 尚 ， 閲

覧 ・ 貸 出 し は 予 約 制 と し て お り ま す の で ， 希 望 さ れ る 方 は 事 前 に ご 連 絡 お 願 い 致 し ま す 。  

    場   所 ： 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 3  丁 目 1 7  番 1 1  号 （ 榮 葉 ビ ル 6  階 ）  

  問 合 せ ：（ 一 財 ） 日 本 鉱 業 振 興 会   E - m a i l ： k o z a n @ k o g y o - k y o k a i . g r . j p （ 担 当 ： 早 川 ， 富 田 ） 
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鉱 山   第 7 8 6  号   2 0 2 0  年 7  月  － 1 －

 

 

2 0 2 0  年 国 際 銅 研 究 会 I n s i g h t  
 

 

日 本 鉱 業 協 会  企 画 調 査 部

 

1 ． は じ め に  

3  月 1 9  日 ，W H O  は 2 0 0 9  年 の H 1 N 1 （ 所 謂 ， 鳥 イ

ン フ ル エ ン ザ ） 以 来 の ， C O V I D - 1 9  の 世 界 的 規 模

で の 感 染 爆 発 を 宣 言 し た 。 C O V I D - 1 9  に よ る 感 染

者 数 ， 死 亡 者 数 は 急 激 な 上 昇 を 続 け て お り ， 既

に 脆 弱 だ っ た 世 界 景 気 に 衝 撃 を 与 え た 。  

例 年 春 に ポ ル ト ガ ル  リ ス ボ ン で 行 わ れ る 国

際 銅 研 究 会 （ I C S G ） は C O V I D - 1 9  の 感 染 拡 大 と 移

動 制 限 の 影 響 を 受 け て 2 0 2 0  年 3  月 1 6  日 に 中 止

が 決 定 さ れ た 。 同 時 に ， 半 期 ご と に 行 っ て い る

春 季 の 需 給 予 測 に 代 わ り ， I C S G  独 自 の 調 査 に 基

づ く C O V I D - 1 9  の 銅 需 給 に 対 す る 影 響 を I C S G  

I n s i g h t  と し て 示 し た 。  

 

2 ． C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 が 銅 産 業 に 及 ぼ す 影 響 に

つ い て  

C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 は ， 銅 産 業 に か つ て な い 試

練 を 与 え た 。 責 任 あ る 操 業 者 で あ る 企 業 は ， 関

連 分 野 の 専 門 家 の 助 言 に 従 い 鉱 山 ， 製 錬 所 で の

衛 生 環 境 を 保 持 す る 必 要 が あ る 。 政 府 に は 従 業

員 の 安 全 と 健 康 を 守 れ る 水 準 の 操 業 計 画 へ の 見

直 し ， キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー の 確 保 ， 資 本 の 減 少 と

費 用 拡 大 へ の 対 応 ， 労 働 者 の リ ス ト ラ と 地 域 コ

ミ ュ ニ テ ィ の 保 護 す る 規 則 の 設 置 等 へ の 対 応 を

す る 必 要 が あ る 。  

各 国 専 門 家 が コ ロ ナ に 関 し て ど の 程 度 の 衛 生

対 応 策 を 提 示 す る か ， ま た 政 府 が ど の 程 度 そ れ

ら を 採 用 す る か は ， 採 掘 ・ 製 錬 事 業 が 各 々 の 国

に お い て 戦 略 的 セ ク タ ー に 位 置 付 け ら れ て い る

か 否 か に 関 わ ら ず ， 銅 産 業 に 大 き な 影 響 を 与 え

た 。 一 部 の 国 々 に お い て は ， 採 掘 と 精 錬 は 経 済

活 動 に お け る 重 要 な セ ク タ ー で あ る と 考 え ら れ

て お り ， C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 の 影 響 下 で も 操 業 が

許 可 さ れ た 。 ア メ リ カ 合 衆 国 ， チ リ ， オ ー ス ト

ラ リ ア 等 の 国 々 が ， そ の 例 に 挙 げ ら れ る 。 そ う

で な い 国 々 に お い て は ， 銅 産 業 も 閉 鎖 さ れ る か ，

パ ナ マ の よ う に 操 業 を 制 限 さ せ ら れ た 。  

鉱 山 製 錬 産 業 の 重 要 性 は 銅 産 業 を 含 め て 広 く

認 知 さ れ て お り ， 今 回 の よ う な 事 態 に も か か わ

ら ず 操 業 継 続 す べ き と さ れ て い る 。 大 部 分 の 操

業 が コ ン ピ ュ ー タ に よ り 自 動 化 さ れ て お り ， 作

業 員 が 小 さ な 部 屋 に 密 閉 さ れ る 必 要 が な く ， 衛

生 面 の 規 則 や ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス が 推 奨 さ

れ て い る 中 で も 大 き な マ イ ナ ス 影 響 な く 操 業 が

可 能 で あ る 。 ま た ， 銅 産 業 は ， 医 療 機 器 ， 電 線 ，

ケ ー ブ ル ， ス マ ー ト ホ ン ， P C ， 車 ， 冷 蔵 庫 等 他

の 重 要 な 製 造 業 で の ラ イ ン を 止 め な い た め に 必

要 で あ る 。  

し か し な が ら ， 自 国 で の 操 業 が 許 可 さ れ て い

た と し て も ， 各 々 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 中 で の

輸 出 入 に 大 き く 依 存 し て お り ， 完 全 な 産 業 の ロ

ッ ク ダ ウ ン ， 港 湾 な ど ， 輸 送 の ス ト ッ プ に よ る

物 流 の 遮 断 に 影 響 さ れ る 。 例 え ば マ レ ー シ ア の

リ サ イ ク ル 産 業 の ス ト ッ プ に よ り ， 中 国 で の ス

ク ラ ッ プ 輸 入 が 減 少 し た 。 そ の 他 の 例 で 言 え ば ，

逆 に 操 業 に 必 要 な 物 品 流 れ が 止 ま り ， 生 産 に 遅

れ が 出 た モ ン ゴ ル の オ ユ ト ル ゴ イ 鉱 山 が 挙 げ ら

れ る 。  

世 界 の 報 道 で は ， C O V I D - 1 9  の 感 染 拡 大 で 操 業

に 影 響 を 受 け た 一 部 の ニ ュ ー ス に 焦 点 が 当 て ら

れ て い る が ， 大 部 分 は 操 業 を 続 け て い る か 限 定

的 な 減 産 を す る か で あ る 。 世 界 的 規 模 で は ， 銅

の 操 業 レ ベ ル は 政 府 の 規 制 緩 和 と と も に 徐 々 に

回 復 す べ き で あ る が ， オ ペ レ ー シ ョ ン の 中 で の

国 際 情 報  
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感 染 拡 大 が 原 因 で 操 業 に 必 要 な 部 品 ， 消 耗 品 の

調 達 不 能 等 に よ り 操 業 で き な く な る リ ス ク は 依

然 と し て あ る 。 逆 に C O V I D - 1 9  の 影 響 で 世 界 的 に

銅 を 必 要 と し て い る 最 終 製 品 の 需 要 が 落 ち て き

て 製 造 側 が そ れ に 伴 い 生 産 調 整 を す る 可 能 性 が

あ る 。 銅 価 格 は ， 操 業 に 影 響 を 与 え る も う 一 つ

の 大 き な 要 因 で あ る 。  

 

3 ． 銅 価 格 動 向  

図 1  に 示 す よ う に ， 中 国 で の C O V I D - 1 9  の 発 生 ，

世 界 へ の ウ イ ル ス の 蔓 延 の 悪 影 響 を 受 け 銅 の 価

格 は 1  月 1 6  日 の ピ ー ク 時 に 6 , 3 0 0  米 ド ル / ト ン

に 達 し ， 下 落 し 始 め た 。 そ の 後 の 世 界 的 な 封 鎖

と 世 界 経 済 へ の 影 響 ， 銅 の 需 給 ， 投 機 的 活 動 ，

影 響 の 大 き さ へ の 不 確 実 性 か ら ， 銅 価 格 は 3  月

2 3  日 に 最 低 価 格 の 4 , 6 1 7  米 ド ル / ト ン に 達 し た 。 

1  月 1  日 か ら 5  月 1 5  日 ま で の 期 間 ， 銅 の 価 格

は 1 6 ％ 下 落 し た 。  銅 価 格 は 3  月 の 低 水 準 か ら 回

復 し て き て は い る が ， オ ペ レ ー シ ョ ン コ ス ト の

高 い 生 産 者 の 生 産 中 止 に よ り ， ま た 即 座 に 下 が

る 可 能 性 が あ る 。 し か し な が ら ， 現 在 は 生 産 者

側 に エ ネ ル ギ ー コ ス ト の 減 少 ， 副 産 物 で あ る 金

な ど の 他 の 希 少 金 属 価 格 の 高 騰 な ど の 生 産 者 を

利 す る 要 因 が 認 め ら れ る 。  

 

4 ． 銅 生 産 量 と 需 給  

2 0 2 0  年 の 世 界 の 銅 生 産 予 測 は 前 回 発 表 （ 2 0 1 9

年 1 0 月 ） の 予 測 よ り も 鉱 石 が 約 9 5  万 t  の 減 少 ，

地 金 が 約 1 1  万 3  千 t  の 減 少 に な る 試 算 を 発 表 し

た 。 ま た ， 地 金 消 費 は 2 0 1 9  年 比 で 4 ％ 減 少 す る

と 見 込 ん で い る 。 2 0 2 0  年 の 予 測 値 に つ い て ， 国

際 銅 研 究 会 の 正 式 な 発 表 は さ れ て い な い 。 2 0 2 0

年 1 ～ 2  月 の 世 界 の 銅 鉱 石 生 産 は 3 2 5  万 t （ 2 0 1 9

年 1 ～ 2  月 比 1 . 9 ％ 増 ） ， 地 金 生 産 は 3 8 5  万 t （ 0 . 6 ％

増 ） ， 地 金 消 費 は 3 7 2  万 t （ 2 . 1 ％ 減 ） で ， 地 金 需

給 バ ラ ン ス は ＋ 1 2 . 9  万 t  の 余 剰 だ っ た 。  

こ の 内 ， 中 国 は 鉱 石 生 産 が 2 4  万 t （ 2 0 1 9  年 1

～ 2  月 比 1 2 . 3 ％ 減 ） ， 地 金 生 産 は 1 4 9  万 t （ 4 . 2 ％

減 ） ， 地 金 消 費 は 1 8 5  万 t （ 4 . 4 ％ 減 ） だ っ た 。 そ

の 他 ， I C S G  の 主 な コ メ ン ト は 以 下 の 通 り 。  

【 鉱 石 生 産 】  

・ チ リ は ， 2 0 1 9  年 の チ ュ キ カ マ タ 鉱 山 操 業 中 止

に よ る 生 産 制 限 や 品 位 低 下 な ど か ら 回 復 し

4 ％ 増 加  

・ ペ ル ー は ， 操 業 ト ラ ブ ル や 悪 天 候 な ど に よ り

4 ％ 減 少  

・ 中 国 は ， C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 の 規 制 に よ る 操 業

停 止 で 1 2 ％ 減 少  

・ コ ン ゴ 民 主 共 和 国 （ D R C ） は ， 一 部 鉱 山 の 生 産

能 力 増 強 に よ り 5 ％ 増 加  

【 地 金 生 産 】  

・ 中 国 は ， C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 の 規 制 に よ る 操 業

停 止 や ス ク ラ ッ プ 供 給 の 逼 迫 な ど に よ り 4 ％

減 少  

・ チ リ は ， 2 0 1 9  年 に 新 し い 環 境 規 制 に 対 応 す る

た め 一 時 的 に チ ュ キ カ マ タ 製 錬 所 が 操 業 を 中

止 し て い た こ と か ら 1 4 . 5 ％ 増 加  

・ 日 本 は ， 2 0 1 9  年 に 直 島 製 錬 所 が 定 修 を 行 っ て

い た こ と か ら 7 ％ 増 加  

【 地 金 消 費 】  

・ 中 国 は ネ ッ ト 輸 入 が 9 ％ 増 加 し た が ， 製 造 業 が

C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 の 規 制 を 受 け 見 掛 け 消 費

（ 未 報 告 在 庫 の 増 減 を 除 外 ） は 4 ％ 減 少  

・ 主 要 消 費 国 の 中 で は E U ， 米 国 が 横 ば い ， 日 本

は 減 少  

図 1   T r e n d s  i n t h e  L M E  d a i l y  c o p p e r  p r i c e  
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2 0 2 0  年 国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 春 季 I n s i g h t  
 

 

日 本 鉱 業 協 会  企 画 調 査 部  

 

1 ． は じ め に  

C O V I D - 1 9  の 感 染 拡 大 は ， 2 0 1 9  年 1 2  月 3 1  日 ，

中 国 が 湖 北 省 武 漢 で の 新 種 の 肺 炎 症 例 に つ い て

世 界 保 健 機 関 （ W H O ） に 警 告 し た の を 皮 切 り に ，

2 0 2 0  年 3  月 1 1  日 に W H O  が 全 世 界 的 な パ ン デ ミ ッ

ク を 宣 言 ， 後 に ヨ ー ロ ッ パ が 感 染 拡 大 の 中 心 地

に な り ， と り わ け イ タ リ ア と ス ペ イ ン で の 影 響

が 大 き か っ た 。 3  月 末 ， 米 国 は 世 界 最 多 の

C O V I D - 1 9  の 感 染 者 を 記 録 。 そ れ 以 来 感 染 は 拡 大

の 一 途 を 辿 り ， 人 の 移 動 を 制 限 ， 場 合 に よ っ て

は 全 国 的 な 封 鎖 を 課 す 等 対 応 を 強 い ら れ た 。 多

く の 国 で は 国 境 が 閉 鎖 さ れ ， 経 済 活 動 が 最 小 限

に 抑 え ら れ て お り ， 国 民 の 生 活 に 不 可 欠 な 企 業

の み に 営 業 が 許 可 さ れ た 。  

こ の よ う な 制 限 措 置 は ， 世 界 経 済 ， 世 界 の 鉛

と 亜 鉛 市 場 に も 大 き な 影 響 を 与 え て い る 。 2 0 2 0

年 1 ， 2  月 の 中 国 で の 生 産 量 の 大 幅 な 減 少 が 報 告

さ れ た 。 理 由 は ， 中 国 の 再 生 鉛 処 理 の 拠 点 が ，

最 も C O V I D - 1 9  の 感 染 影 響 を 受 け て い る い く つ か

の 省 に あ り ， 鉛 の リ サ イ ク ル が 急 激 に 減 少 し た

た め で あ る 。 中 国 以 外 で は ， ボ リ ビ ア ， メ キ シ

コ ， ペ ル ー ， 南 ア フ リ カ な ど の 主 要 生 産 国 が ，

感 染 拡 大 防 止 の た め ， 3 ， 4  月 に 強 い 活 動 制 限 を

か け て い る 。 こ れ ら の 国 の 一 部 で は ， 鉱 業 お よ

び 製 錬 部 門 で の 活 動 が 完 全 に 停 止 し た 。 こ の 影

響 で ， 製 錬 事 業 が 回 復 し て い る 精 鉱 の 主 な 輸 入

国 で あ る 中 国 の 輸 入 量 が 減 少 し た 。  

 

2 ．C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 が 鉛 ・ 亜 鉛 産 業 に 及 ぼ す 影

響 に つ い て  

精 錬 鉛 と 亜 鉛 の 需 要 も マ イ ナ ス の 影 響 を 受 け

て い る 。 鉛 電 池 と 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 の 主 要 ユ ー ザ ー

で あ る 自 動 車 業 界 向 け に 発 表 さ れ た 数 字 は ， 過

去 3  か 月 間 で 中 国 ， ヨ ー ロ ッ パ ， 米 国 な ど の 主

要 市 場 で 新 車 の 販 売 が 急 落 し た こ と を 示 し て い

る 。 欧 州 自 動 車 製 造 業 者 協 会 に よ る と ， こ の 地

域 の 新 乗 用 車 販 売 は 3  月 に 前 年 比 5 5 ％ 減 少 し ，

新 車 登 録 は 英 国 で 4 4 ％ ， イ タ リ ア で 8 5 ％ ， フ ラ

ン ス で 7 2 ％ ， ス ペ イ ン で は 6 9 ％ ， ド イ ツ で は 3 8 ％ 。

4  月 の イ タ リ ア の 新 車 販 売 は 9 7 ％ で ， 圧 倒 的 に

減 少 し た と 推 定 さ れ て い る 。S & P  の プ ラ ッ ツ 紙 は

4 月 6 日 に ，ヨ ー ロ ッ パ の 1 0 0  を 超 え る 自 動 車 組

立 工 場 が 閉 鎖 さ れ ， 推 定 で 1  日 あ た り 6 1 , 0 0 0  台

の 自 動 車 が 生 産 さ れ な く な っ た と 報 告 し て い る 。

米 国 で は ， デ ト ロ イ ト 地 域 の 「 B i g 3 」 自 動 車 メ

ー カ ー （ ゼ ネ ラ ル モ ー タ ー ズ ， フ ォ ー ド ， F C A  U S ）

と ホ ン ダ ， ヒ ュ ン ダ イ ， ト ヨ タ が ， 北 米 工 場 の

生 産 を 一 時 停 止 す る と 発 表 し た 。  

 

3 ． 鉛 ・ 亜 鉛 価 格 動 向  

鉛  

C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 の 影 響 に よ る 世 界 の 鉛 減 産 量  

国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） は 5  月 2 0  日 ，

C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 の 影 響 に よ り ， 世 界 の 鉛 生 産

量 は 鉱 石 が 1 4  万 6  千 t  の 減 産 ， 地 金 が 1 0  万 6

千 t  の 減 産 に な る 試 算 を 発 表 し た 。  

 

2 0 2 0  年 1 ～ 3  月 の 世 界 の 鉛 需 給 実 績  

国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） の 5  月 2 0  日 発 表

に よ る と ， 2 0 2 0  年 1 ～ 3  月 の 世 界 の 鉛 鉱 石 生 産 は

1 1 0  万 t （ 2 0 1 9  年 1 ～ 3  月 比 3 . 4 ％ 減 ）， 地 金 生 産

は 2 7 1  万 t  （ 7 . 1 ％ 減 ） ， 地 金 消 費 は 2 7 0  万 t  

（ 7 . 4 ％ 減 ） で ， 地 金 需 給 バ ラ ン ス は ＋ 1 . 9  万 t

の 余 剰 だ っ た 。  

政 策 動 向  国 際 情 報  
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こ の 内 ， 中 国 は 鉱 石 生 産 が 4 5  万 t （ 2 0 1 9  年 1

～ 3  月 比 6 . 0 ％ 減 ） ， 精 鉱 輸 入 は 1 5  万 t （ 1 9 . 0 ％

減 ） ， 地 金 生 産 は 1 0 1  万 t （ 1 5 . 2 ％ 減 ） ， 地  金  の  ネ

ッ ト 輸 入 は 0 . 3  万 t （ 9 4 . 2 ％ 減 ） で ， こ の 結 果 ，

見 掛 け 消 費 （ 生 産 ＋ 輸 入 － 輸 出 ± 上 海 取 引 所 在

庫 / 国 家 備 蓄 ） は 1 0 4 万 t （ 1 2 . 9 ％ 減 ） と な っ た 。

そ の 他 ， I L Z S G  の 主 な コ メ ン ト は 以 下 の 通 り 。  

【 鉱 石 生 産 】  

・ 減 少 要 因 は ， 主 に 中 国 （ － 6 . 0 ％ ） ， イ ン ド

（ － 1 7 . 8 ％ ） ， カ ザ フ ス タ ン （ － 6 2 . 3 ％ ） で の

生 産 量 減 少 に よ る も の 。  

【 地 金 生 産 】  

・ 主 な 減 少 要 因 は ， 中 国 に お い て C O V I D - 1 9  の 規

制 措 置 に よ り 第 二 次 産 業 が 影 響 を 受 け た こ と

で 生 産 量 が 減 少 し た こ と 。 ま た ， グ レ ン コ ア ・

カ ナ ダ が 加 ニ ュ ー ブ ラ ン ズ ウ ィ ッ ク 州 で 操 業

し て い た 年 産 7  万 t  の ブ ラ ン ズ ウ ィ ッ ク 鉛 一

次 製 錬 所 が 2 0 1 9  年 末 に 閉 鎖 さ れ た こ と に よ り

生 産 量 が 減 少 し た 。  

【 地 金 消 費 】  

・ 減 少 要 因 は ， 中 国 の 大 幅 な 減 少 （ － 1 2 . 9 ％ ）

に よ る も の で ， 他 に 欧 州 （ － 6 . 7 ％ ） ， ブ ラ ジ

ル （ － 8 . 1 ％ ） ， 日 本 （ － 1 1 . 7 ％ ） ， 韓 国 （ － 3 . 4 ％ ） ，

台 湾 （ － 2 6 . 8 ％ ） ， 米 国 （ － 2 . 1 ％ ） で も 需 要

が 減 少 し た 。  

 

亜   鉛  

C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 の 影 響 に よ る 世 界 の 亜 鉛 減 産

量  

国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） は 5  月 2 0  日 ，

C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 の 影 響 に よ り ， 世 界 の 亜 鉛 生

産 量 は 鉱 石 が 6 3  万 5  千 t  の 減 産 ， 地 金 が 1 1  万 3

千 t  の 減 産 に な る 試 算 を 発 表 し た 。  

 

2 0 2 0  年 1 ～ 3  月 の 世 界 の 亜 鉛 需 給 実 績  

国 際 鉛 亜 鉛 研 究 会 （ I L Z S G ） の 5  月 2 0  日 発 表

に よ る と ， 2 0 2 0  年 1 ～ 3  月 の 世 界 の 亜 鉛 鉱 石 生 産

は 2 9 7 万 t （ 2 0 1 9 年 1 ～ 3 月 比 0 . 5 ％ 減 ） ， 地 金 生

産 は 3 3 1  万 t （ 3 . 2 ％ 増 ） ， 地 金 消 費 は 3 0 7  万 t

（ 4 . 0 ％ 減 ） で ， 地 金 需 給 バ ラ ン ス は ＋ 2 3 . 9  万 t

の 余 剰 だ っ た 。  

こ の 内 ， 中 国 は 鉱 石 生 産 が 8 7  万 t （ 2 0 1 9  年 1

～ 3  月 比 8 . 0 ％ 減 ） ， 精 鉱 輸 入 は 4 8  万 t （ 2 7 . 8 ％

増 ） ， 地 金 生 産 は 1 5 0  万 t （ 8 . 0 ％ 増 ） ， 地 金 の ネ

ッ ト 輸 入 は 7  万 t （ 5 0 . 8 ％ 減 ） で ， こ の 結 果 ， 見

掛 け 消 費 （ 生 産 ＋ 輸 入 － 輸 出 ± 上 海 取 引 所 在 庫 /

国 家 備 蓄 ） は 1 4 1  万 t （ 0 . 1 ％ 減 ） と な っ た 。 そ

の 他 ， I L Z S G  の 主 な コ メ ン ト は 以 下 の 通 り 。  

【 鉱 石 生 産 】  

・ 減 少 要 因 は ， 主 に ボ リ ビ ア （ － 2 1 . 4 ％ ） ， 中 国

（ － 8 . 0 ％ ） ， ナ ミ ビ ア （ － 6 1 . 2 ％ ）， ト ル コ

（ － 3 1 . 3 ％ ） ， 欧 州 （ － 7 . 1 ％ ） で の 生 産 量 減

少 に よ る も の 。 欧 州 で は フ ィ ン ラ ン ド ， ア イ

ル ラ ン ド ， ポ ル ト ガ ル ， ス ウ ェ ー デ ン で 減 少

し た 。  

・ 豪 州 （ ＋ 1 9 . 8 ％ ） ， メ キ シ コ （ ＋ 9 . 1 ％ ） ， ペ ル

ー （ ＋ 3 . 9 ％ ） ， 南 ア フ リ カ （ ＋ 9 8 . 9 ％ ） ， 米 国

（ ＋ 1 2 . 1 ％ ） で は 生 産 量 が 増 加 し た 。  

【 地 金 生 産 】  

・ 増 加 要 因 は ， 中 国 の 大 幅 な 増 加 （ ＋ 8 . 0 ％ ） に

よ る も の で ， 他 に ブ ラ ジ ル （ ＋ 1 7 . 7 ％ ） ， フ ィ

ン ラ ン ド （ ＋ 5 . 4 ％ ） ， ノ ル ウ ェ ー （ ＋ 4 . 2 ％ ）

で も 生 産 量 が 増 加 し た 。  

・ ペ ル ー で は 生 産 量 は 減 少 し た 。  

【 地 金 消 費 】  

・ 減 少 要 因 は ， 主 に 欧 州 （ － 7 . 3 ％ ） ， イ ン ド

（ － 8 . 1 ％ ） ， 日 本 （ － 1 2 . 8 ％ ） ， 韓 国 （ － 2 6 . 9 ％ ） ，

米 国 （ － 7 . 8 ％ ） な ど で の 消 費 量 減 少 に よ る も

の 。  
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日 本 鉱 業 協 会 の 動 き （ 6  月 ） 
 

日  
総 務 部 ・ 企 画 調 査 部  

鉛 亜 鉛 需 要 開 発 セ ン タ ー  
技  術  部  ・  環  境  保  安  部  

1 日   ・ 経 済 産 業 統 計 協 会 月 例 会 ・ 決 算 報 告 （ 書 面 開 催 ）  

  ・ 日 本 銅 セ ン タ ー 理 事 会 ・ 総 会 （ 書 面 決 議 ）  

4  日   ・ 一 木 会  ・ ス ラ グ 委 員 会  

8  日   日 本 鉱 業 振 興 会  理 事 会 （ 書 面 開 催 ）   ・ J O G M E C  金 属 資 源 の 生 産 技 術 に 関 す る 基 礎 研 究 事 業 委 員 会 （ オ ン ラ イ ン 会 議 ）

9 日   ・ 税 制 ・ 会 計 合 同 専 門 委 員 会 （ オ ン ラ イ ン 会 議 ） ・ 休 廃 止 鉱 山 専 門 委 員 会  

1 1  日   ・ J M E C  臨 時 理 事 会 （ 書 面 開 催 ）   

  ・ 資 金 専 門 委 員 会 （ オ ン ラ イ ン 会 議 ）    

1 5  日    ・ 中 央 環 境 審 議 会 土 壌 農 薬 部 会 （ オ ン ラ イ ン 会 議 ）

1 7  日   ・ 経 理 部 会 （ オ ン ラ イ ン 会 議 ）   

1 9  日   ・ 理 事 会 （ 書 面 開 催 ）   

2 2  日   ・ 日 本 鉱 業 協 会  臨 時 総 会 （ 書 面 開 催 ）    

  ・ 日 本 鉱 業 振 興 会  評 議 員 会 （ 書 面 開 催 ）    

3 0  日    ・ 休 廃 止 鉱 山 専 門 委 員 会  
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［ 協 会 ・ 業 界 関 係 事 項 ］  

［ 1  日 ］   三 菱 マ テ リ ア ル は ， 連 結 子 会 社 で あ る 西

日 本 開 発 に つ い て ， 同 社 が 保 有 す る 株 式 の 全 て を 平

川 商 事 の グ ル ー プ 会 社 で あ る 太 子 ゴ ル フ 観 光 に 譲 渡

す る こ と と し た と 発 表 。  

［ 1  日 ］   D O W A  ホ ー ル デ ィ ン グ ス は ， 5 月 1 9 日 ，関

係 会 社 で あ る 秋 田 製 錬 の 従 業 員 2  名 が 令 和 2  年 度 科

学 技 術 分 野 の 「 文 部 科 学 大 臣 表 彰 創 意 工 夫 功 労 者 賞 」

を 受 賞 し た と 発 表 。  

受 賞 テ ー マ は 「 貯 鉱 舎 保 管 効 率 の 向 上 に よ る 横 持

ち コ ス ト の 改 善 」 で ， 亜 鉛 鉱 を 保 管 し て い る 貯 鉱 舎

内 の ス ペ ー ス を 有 効 活 用 す る 改 善 。  

［ 3  日 ］   J X  金 属 は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に

関 す る 支 援 と し て ，「 知 的 財 産 に 関 す る 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 対 策 支 援 宣 言 」 の 趣 旨 に 賛 同 し ， 参 画

し ， 一 定 期 間 ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の ま ん 延

終 結 を 唯 一 の 目 的 と し た 開 発 ・ 製 造 ・ 販 売 等 の 行 為

に 対 し ， 同 社 が 保 有 す る 特 許 権 ・ 実 用 新 案 権 ・ 意 匠

権 ・ 著 作 権 の 権 利 行 使 を 行 わ ず ， 一 切 の 対 価 や 補 償

を 求 め な い こ と を 宣 言 し た 。  

［ 3  日 ］   J X  金 属 は ， 圧 延 銅 箔 ・ 高 機 能 銅 合 金 条 及

び 半 導 体 用 ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト の そ れ ぞ れ に

つ い て ， 2 0 1 7 - 1 9  年 度 中 期 経 営 計 画 で 策 定 し た 増 産

の た め の 設 備 導 入 を 予 定 通 り 完 了 し た と 発 表 。  

［ 5  日 ］   三 菱 マ テ リ ア ル は ， 国 立 研 究 開 発 法 人 物

質 ・ 材 料 研 究 機 構 と 「 N I M S - 三 菱 マ テ リ ア ル 情 報 統 合

型 材 料 開 発 セ ン タ ー 」 （ 以 下 「 本 開 発 セ ン タ ー 」 ） 設

立 に 関 す る 覚 書 を 締 結 し た と 発 表 。 本 開 発 セ ン タ ー

で は ，N I M S  の 情 報 統 合 型 材 料 開 発 基 盤 に ， 同 社 が 材

料 開 発 に お い て 蓄 積 し た 実 験 デ ー タ や 解 析 モ デ ル ，

経 験 則 等 さ ま ざ ま な 要 素 を 融 合 さ せ る こ と で ， 複 数

の 素 材 ・ プ ロ セ ス の 組 み 合 わ せ に よ っ て 製 造 さ れ る

実 用 材 料 の 性 能 ・ 寿 命 等 を 予 測 す る 情 報 統 合 型 材 料

開 発 シ ス テ ム の 構 築 を 目 指 す 。  

［ 8  日 ］   J X  金 属 は ， グ ル ー プ 会 社 の J X  金 属 敦 賀

リ サ イ ク ル の 小 型 家 電 等 リ サ イ ク ル 焼 却 炉 の ス ク ラ

ッ プ を 水 冷 す る 設 備 で 火 災 が 発 生 し ， 設 備 の 一 部 を

焼 損 し た と 発 表 。 な お ， 人 的 被 害 ， 環 境 へ の 影 響 は

発 生 し て い な い 。  

［ 9  日 ］   三 菱 マ テ リ ア ル は ， 経 団 連 が 策 定 し た 「 チ

ャ レ ン ジ ・ ゼ ロ 」 に 参 画 し た と 発 表 。  

［ 1 2  日 ］   住 友 金 属 鉱 山 と 東 北 大 学 は ， こ の ほ ど

2 0 5 0  年 に 向 け た ビ ジ ョ ン 共 創 型 パ ー ト ナ ー シ ッ プ に

基 づ く 取 組 み を 開 始 し た と 発 表 し た 。  

両 者 は ，2 0 1 8  年 度 か ら 約 2  年 間 を か け て 議 論 を 重

ね ， 2 0 5 0  年 を タ ー ゲ ッ ト と し た「 あ り た い 姿 」 と 「 ビ

ジ ョ ン 」 を 策 定 し た 。 そ こ か ら バ ッ ク キ ャ ス ト し た

具 体 的 な ス テ ッ プ と し て ， 材 料 系 素 材 の 共 同 研 究 ・

開 発 に 取 組 み ， 事 業 化 ・ 社 会 実 装 を 実 現 す る こ と で ，

新 た な 価 値 の 創 造 を 目 指 す 。  

［ 1 5  日 ］   J X T G  ホ ー ル デ ィ ン グ ス と C H I T O S E  B I O  

E V O L U T I O N  P T E .  L T D ． は ， 藻 類 バ イ オ マ ス を 広 く 活

用 す る 社 会 の 構 築 に 向 け て ， 藻 類 バ イ オ マ ス の 培 養

規 模 拡 大 と 藻 由 来 の 製 品 開 発 に つ い て 協 業 に 関 す る

契 約 を 締 結 し た と 発 表 。  

［ 1 8  日 ］   三 菱 マ テ リ ア ル は ， M M C  イ ノ ベ ー シ ョ ン

投 資 事 業 有 限 責 任 組 合 を 通 じ て ， 次 世 代 型 蓄 電 池 の

開 発 を 行 う ス タ ー ト ア ッ プ 企 業 C O N N E X X  S Y S T E M S  へ

出 資 を 行 っ た と 発 表 し た 。  

C O N N E X X  S Y S T E M S  は ， 高 度 な 蓄 電 池 の 開 発 ・ 生 産

技 術 を 有 し ， リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 と 鉛 電 池 を 一 体 化

し て 総 合 的 に 性 能 を 向 上 さ せ た 蓄 電 池 等 を 販 売 し て

い る 。 今 後 ， 三 菱 マ テ リ ア ル は 高 い 需 要 が 見 込 ま れ

る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 発 電 事 業 者 や 医 療 機 関 等 向 け

の 定 置 用 蓄 電 池 開 発 等 に 関 し て C O N N E X X  S Y S T E M S  と

協 業 し て い く こ と で ， 使 用 済 車 載 L i B  の リ ユ ー ス 事

業 を 推 進 し て い く 。  

［ 1 9  日 ］   日 本 冶 金 工 業 は 高 濃 度 塩 化 物 イ オ ン 環 境

ま た は 硫 酸 環 境 ， あ る い は 両 者 が 混 在 す る 極 め て 過

酷 な 腐 食 環 境 に お い て も 優 れ た 耐 食 性 を 有 す る 7 . 5 M o

ニ ッ ケ ル 基 耐 食 合 金 N A S 3 5 5 N  を 新 た に 開 発 し た と 発

表 。  

［ 2 2  日 ］   住 友 金 属 鉱 山 は ， 同 社 が 保 有 す る イ ン ド

ネ シ ア 共 和 国 の P T  ヴ ァ ー レ イ ン ド ネ シ ア （ P T  V a l e  

I n d o n e s i a  T b k . ） の 株 式 の 一 部 に つ き ， ヴ ァ ー レ カ

ナ ダ （ V a l e  C a n a d a  L i m i t e d ） 保 有 分 と と も に ， イ ン

ド ネ シ ア 共 和 国 の P T  イ ン ド ネ シ ア ア サ ハ ン ア ル ミ ニ

ウ ム （ P T  I n d o n e s i a  A s a h a n  A l u m i n i u m （ P e r s e r o ） ）

に 売 却 す る こ と に 合 意 し ， 2 0 2 0  年 6  月 1 9  日 に 株 式

売 買 契 約 を 締 結 し た 。  

［ 2 5  日 ］   J X T G  ホ ー ル デ ィ ン グ ス は ， 開 催 さ れ た 定

時 株 主 総 会 終 了 後 に ， 商 号 を 「 E N E O S  ホ ー ル デ ィ ン

グ ス 株 式 会 社 」 に 変 更 し た 。  

［ 2 6  日 ］   ラ サ 工 業 は ， 2 0 2 0  年 9  月 2 3  日 に 本 店 を

東 京 都 中 央 区 京 橋 か ら ， 東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 に 移

転 す る と 発 表 。  

 

 主  な  出  来  事  （ 2 0 2 0  年 6  月 ）
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［ 3 0  日 ］   J X  金 属 は ， 次 々 世 代 パ ワ ー デ バ イ ス に 採

用 が 期 待 さ れ る 酸 化 ガ リ ウ ム 結 晶 の 実 用 化 に 向 け ，

ノ ベ ル ク リ ス タ ル テ ク ノ ロ ジ ー 社 が 第 三 者 割 当 増 資

で 発 行 す る 株 式 の 取 得 に よ り 資 本 参 画 し ， 協 業 を 開

始 す る と 発 表 。  

［ 国 内 関 係 事 項 ］  

な し  

［ 海 外 関 係 事 項 ： 業 界 ］  

［ 2  日 ］   R e v e l o  R e s o u r c e s  社 （ 加 ） は ， S o c i e d a d  

Q u ím i c a  y  M i n e r a  社 （ チ リ ） と T e c k  R e s o u r c e s  社

（ 加 ） が ， チ リ 北 部 で の R e v e l o  R e s o u r c e s  社 の 銅 プ

ロ ジ ェ ク ト か ら そ れ ぞ れ 撤 退 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 3  日 ］   N o r i l s k  N i c k e l  社 （ 露 ） の 子 会 社 N T E K

社 （ 露 ） が 運 営 す る 火 力 発 電 所 に お い て 5  月 2 8  日 に

発 生 し た 軽 油 流 出 事 故 を 受 け て ， ロ シ ア 政 府 は ノ リ

リ ス ク 周 辺 地 域 に 非 常 事 態 宣 言 を 発 令 し た 。  

［ 3  日 ］   ド イ ツ 政 府 は ，C O V I D - 1 9  感 染 拡 大 で 落 ち

込 ん だ 景 気 へ の 経 済 対 策 の 一 環 と し て ， 低 価 格 の 電

気 自 動 車 （ E V ） と ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 （ H V ） に 対 す

る 購 入 補 助 金 の 増 額 と 乗 用 車 購 入 時 の 付 加 価 値 税 引

き 下 げ を 決 定 し た 。  

［ 4  日 ］   K a t a n g a  M i n i n g  社 （ 加 ） は ， 親 会 社 の

G l e n c o r e  社 （ ス イ ス ） が 同 社 を 1 0 0 ％ 子 会 社 化 し た

こ と を 発 表 。 さ ら に G l e n c o r e  社 の 別 の 子 会 社 で あ る

Y u k o n  社 （ 加 ） と の 合 併 が 完 了 し ， ト ロ ン ト 証 券 取

引 所 の 上 場 廃 止 を 申 請 し て い る こ と を 発 表 し た 。  

［ 4  日 ］   イ ン ド ネ シ ア の エ ネ ル ギ ー ・ 鉱 物 資 源 省

は ， 5  月 に 可 決 さ れ た イ ン ド ネ シ ア 鉱 業 法 に よ っ て

許 可 さ れ る 未 加 工 鉱 石 の 輸 出 に つ い て ， ニ ッ ケ ル 鉱

石 は 対 象 外 と す る 予 定 で あ る と 述 べ た 。  

［ 7  日 ］   紫 金 鉱 業 集 団 社 （ 中 国 ） は ， 中 国 最 大 の

銅 鉱 床 の 1  つ で あ る 駆 龍 銅 鉱 山 や 知 不 拉 銅 鉱 山 を 操

業 す る チ ベ ッ ト 巨 龍 銅 業 社 （ 中 国 ） の 株 式 5 0 . 1 ％ を

取 得 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 9  日 ］   V a l e  社 （ ブ ラ ジ ル ） は ， ミ ナ ス ジ ェ ラ イ

ス 州 に あ る A g u a s  C l a r a s  鉄 鉱 山 の 6  ダ ム と 7 A  ダ ム ，

F á b r i c a  鉄 鉱 山 の エ リ ア I X  ダ ム に つ い て ，新 た に 警

戒 レ ベ ル 1  を 適 用 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 9  日 ］   サ ウ ジ ア ラ ビ ア 政 府 は ， 石 油 依 存 か ら 脱

却 し 経 済 の 多 角 化 を 進 め る 取 組 み の 一 環 と し て ， 国

内 外 か ら の 鉱 業 分 野 へ の 投 資 拡 大 を 促 す 新 鉱 業 法 を

閣 議 で 承 認 し た 。  

［ 1 0  日 ］   電  力  機  器  ・  重  工  業  会  社  の A S E A   B r o w n  

B o v e r i  社 （ ス イ ス ） は ， 紫 金 鉱 業 集 団 社 （ 中 国 ） が

セ ル ビ ア に 保 有 す る V e l i k i  K r i v e l j  銅 鉱 山 に 最 新 型

リ ン グ ギ ア 式 ミ ル と 制 御 シ ス テ ム を 導 入 す る 契 約 を

締 結 し た こ と を 発 表 し た 。  

［ 1 0  日 ］   E v r i m  R e s o u r c e s  社 （ 加 ） と R e n a i s s a n c e  

G o l d  社（ 米 ） は ， 対 等 合 併 し 新 会 社 O r o g e n  R o y a l t i e s

社 （ 加 ） を 設 立 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 1 1  日 ］   米 テ キ サ ス 州 の R o u n d  T o p  レ ア ア ー ス プ

ロ ジ ェ ク ト の 開 発 パ ー ト ナ ー で あ る U S A  R a r e  E a r t h

社 （ 米 ） と T e x a s  M i n e r a l  R e s o u r c e s  社 （ 米 ） は ，

コ ロ ラ ド 州 ホ イ ー ト ・ リ ッ ジ で レ ア ア ー ス 鉱 石 処 理

パ イ ロ ッ ト 施 設 の 操 業 を 開 始 し た こ と を 発 表 し た 。  

［ 1 5  日 ］   ス ー ダ ン の 暫 定 的 な 統 治 機 構 で あ る 主 権

評 議 会 は ， 金 の 密 輸 防 止 を 目 的 と し て ， 金 鉱 山 会 社

な ど の 民 間 企 業 が ス ー ダ ン 中 央 銀 行 を 介 さ ず に 直 接

金 の 輸 出 を 行 う こ と を 認 可 す る こ と を 明 ら か に し た 。  

［ 1 7  日 ］   N o r t h e r n  D y n a s t y  M i n e r a l s  社 （ 加 ） は ，

ア ラ ス カ 州 の P e b b l e  銅 ・ 金 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 地

域 住 民 を 対 象 に し た 利 益 分 配 プ ロ グ ラ ム を 導 入 す る

こ と を 発 表 し た 。  

［ 1 7  日 ］   中 国 生 態 環 境 部 固 形 廃 棄 物 化 学 品 管 理 局

は ， 銅 ス ク ラ ッ プ の 第 8  次 輸 入 割 当 枠 を 発 行 し た 。

割 当 枠 は 1 , 5 7 0 t  で ， 第 7  次 か ら 8 4 . 9 ％ 削 減 。  

［ 1 7  日 ］   金 属 商 社 の T r a x y s  G r o u p  社 （ ル ク セ ン ブ

ル ク ） は ， 子 会 社 の T r a x y s  N o r t h  A m e r i c a  社 （ 米 ）

が 行 っ て い る 北 米 で の 亜 鉛 地 金 と 鉛 地 金 の 取 引 を

2 0 2 0  年 末 ま で に 終 了 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 1 7  日 ］   I m p a l a  P l a t i n u m  社 （ 南 ア ） は ， 南 ア フ

リ カ で 進 め て い る W a t e r b e r g  P G M  プ ロ ジ ェ ク ト の 権

益 購 入 オ プ シ ョ ン の 行 使 を 保 留 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 1 7  日 ］   A r a f u r a  R e s o u r c e s  社 （ 豪 ） は ， U S A  R a r e  

E a r t h  社 （ 米 ） が コ ロ ラ ド 州 ホ イ ー ト ・ リ ッ ジ に 開

設 し た レ ア ア ー ス 鉱 石 処 理 パ イ ロ ッ ト 施 設 で A r a f u r a  

R e s o u r c e s  社 の レ ア ア ー ス 精 鉱 を 試 験 処 理 す る こ と

を 発 表 し た 。  

［ 1 9 日 ］  B H P 社 （ 豪 英 ） は ， N o r i l s k  N i c k e l  社（ 露 ）

か ら H o n e y m o o n  W e l l  ニ ッ ケ ル プ ロ ジ ェ ク ト な ど の

豪 ・ 西 オ ー ス ト ラ リ ア 州 の ニ ッ ケ ル 鉱 山 を 取 得 し た

こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 1  日 ］   イ ン ド ネ シ ア の G r a s b e r g  銅 鉱 山 を 操 業 す

る F r e e p o r t  I n d o n e s i a  社 （ イ ン ド ネ シ ア ） は ， 2 0 2 2

年 ま で に 同 鉱 山 の 坑 内 掘 り 移 行 が 完 了 す る 見 通 し で

あ る こ と を 明 ら か に し た 。  

［ 2 2  日 ］   O Z  M i n e r a l s  社 （ 豪 ） は ， 西 オ ー ス ト ラ

リ ア 州 の W e s t  M u s g r a v e  銅 ・ ニ ッ ケ ル プ ロ ジ ェ ク ト

で J V  を 組 ん で い る C a s s i n i  R e s o u r c e s  社 （ 豪 ） を 買

収 す る こ と を 発 表 し た 。  

［ 2 5  日 ］   チ リ の 環 境 監 督 庁 は ，2 0 1 6  年 4  月 に 発 生

し た 同 国 A n d i n a  銅 鉱 山 の O v e j e r i a  尾 鉱 ダ ム か ら 尾
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鉱 が 流 出 し た 事 故 に 関 し て C O D E L C O  社 （ チ リ ） を 提

訴 し た 。  

［ 2 5  日 ］   B a r r i c k  G o l d  社 （ 加 ） は ， 紫 金 鉱 業 集 団

社 （ 中 国 ） と の J V  で 操 業 す る パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア の

P o r g e r a  金 鉱 山 に お い て ，4  月 か ら 操 業 停 止 が 続 い て

い る こ と か ら 2 , 6 5 0  人 の 従 業 員 を 削 減 す る こ と を 発

表 し た 。  

［ 海 外 関 係 事 項 ］  

［ 3  日 ］   チ リ 北 部 の 内 陸 部 で マ グ ニ チ ュ ー ド 6 . 8

の 地 震 が 発 生 。 震 源 地 は サ ン ペ ド ロ ・ デ ・ ア タ カ マ

の 南 西 約 6 2 k m  の 場 所 で ， 震 源 の 深 さ は 1 4 5 k m 。 地 震

に よ る 負 傷 者 や 鉱 山 会 社 の 操 業 へ の 影 響 は 確 認 さ れ

て い な い 。  

［ 3 0  日 ］   A F P  が 各 国 当 局 の 発 表 に 基 づ い て 6  月 3 0

日 に ま と め た 統 計 に よ る と ，C O V I D - 1 9  に よ る 死 者 数

は 5 0  万 2  千 人 を 超 え た 。 こ れ ま で に 1 9 6  の 国 ・ 地 域

で 1 , 0 2 0  万 人 以 上 の 感 染 が 確 認 さ れ ， 少 な く と も 5 0 9

万 人 が 回 復 し た 。  

［ 3 0  日 ］   中 国 の 全 国 人 民 代 表 大 会 常 務 委 員 会 で

「 香 港 国 家 安 全 維 持 法 」 が 全 会 一 致 で 可 決 さ れ ， 香

港 政 府 が 同 日 に 施 行 し た 。  

 

 

 

関 係 法 令 情 報 （ 官 報 ）  

 

 

な し  

 

以   上  
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（ 鉱 物 標 本 の 展 示   ご 案 内 ）  

  一 般 財 団 法 人   日 本 鉱 業 振 興 会 で は ， 貴 重 な 国 内 の 代 表 的 な 金 属 鉱
山 の 鉱 物 標 本 を ， 榮 葉 ビ ル 6  階 展 示 コ ー ナ ー （ 神 田 錦 町 ） 及 び 科 学 技
術 館 4  階 “ M e t a l  F a c t o r y ” に 展 示 し ， 広 く 一 般 に 鉱 物 に つ い て の 知
識 の 普 及 に 努 め て い ま す 。  
  鉱 物 の 知 識 ・ 性 状 や 歴 史 を 知 る う え で ， 非 常 に 有 益 な も の で す 。  
  是 非 ， 御 覧 に な り 参 考 に し て 下 さ い 。  

  問 合 せ ：（ 一 財 ） 日 本 鉱 業 振 興 会  E - m a i l  k o z a n @ k o g y o - k y o k a i . g r . j p  
          T e l   0 3 - 5 2 8 0 - 2 3 4 1     F a x   0 3 - 5 2 8 0 - 7 1 2 8  

発   行   令 和 2 年 7 月 2 7 日  
発 行 所  （ 一 財 ） 日 本 鉱 業 振 興 会  

〒 1 0 1 - 0 0 5 4  
東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 3  丁 目 1 7  番 地 1 1  
              榮 葉 ビ ル 8  階  
電 話   0 3 - 5 2 8 0 - 2 3 4 1  
F A X   0 3 - 5 2 8 0 - 7 1 2 8  

第 7 3  巻 第 5  号 （ 通 巻 第 7 8 6  号 ）  

発 行 人   髙 橋   建     編 集 人   笹 本   直 人     印 刷 所   日 本 印 刷 ㈱  

鉱     山  


	表紙
	目次
	国際情報
	2020 年国際銅研究会Insight
	2020 年国際鉛亜鉛研究会春季Insight

	日本鉱業協会の動き（6 月）
	主な出来事
	関係法令情報（官報）

